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	記念館一般公開
	奈良女子大学
	明治の面影を今に伝える記念館
	国指定重要文化財
	2026
	一般公開
	日時
	入場無料
	予約不要
	9:00-16:30

	《 会  場 》
	奈良女子大学の学生によるミニコンサート


	奈良女子大学
	記念館　　　
	について
	展示
	内容
	文学部・理学部・生活環境学部・工学部
	各学部に受け継がれてきた資料・標本や、研究・連携成果を紹介します。
	■文学部
	■理学部
	文学部では、「古写真から見る奈良女高師生の風景」「田村元学長旧蔵書を中心とする欧米言語文化研究資料」を展示します。奈良女高師時代の学生を撮影した卒業記念アルバムや集合写真等の古写真を初公開します。女高師教育の様相を伝える古写真とともに、写真に映る教育標本の実物も展示し、昔の学生生活の具体像を視覚的にお伝えします。
	理学部では、剥製標本、骨格標本、液浸標本を展示します。あわせて、最近の研究に関するポスター展示も行います。理学部に受け継がれてきた標本と、現在の研究の広がりを感じていただけます。

	■生活環境学部
	■工学部
	生活環境学部では、衣服等の教育標本類と関連資料、ミシン、コネクションマシン基盤に加え、古い食器類を展示します。これらは、本学における家政学・生活環境学の歩みを伝えるとともに、被服分野だけでなく食物栄養分野にも広がる学びの射程を感じていただける展示です。
	工学部では、企業や美術館などとの連携の成果を紹介するポスターを展示します。企業や美術館との連携を通じた、工学部のさまざまな取組をご紹介します。





